
生誕100年 記念

美を求めるJい

主  催 :渋谷区立松濤美術館

日本経済新聞社

後  援 :文化庁

協  賛 :鹿島建設株式会社

特別協力 :新潮社

協  力 :東レ株式会社

企画協力 :株式会社ジバング

信楽 うづ くまる

(小林 旧蔵 )

【開館時間】午前9時～午後5時 (入館は4時30分まで)

【休 館 日】10月21日(月)、28日(月)、

11月5日(火)、 11日 (月)、 18日 (月)

【入 館 料】一般 :30 0 ( 2 4 0 )円」ヽ中学生 :10 0 ( 8 0 )円
×( )内は団体10名以上 65歳以上の方及び障害者の方は無料
× 毎週土曜日は小中学生無料

【講演会】10月27日(日)午 後2時～

「小林秀雄と骨董」青柳恵介(古美術評論家)

コンホ 「かまとの前に座る農婦」オルセー美術館蔵
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ドカ 「踊り子たち、ビンクと緑」吉野石膏株式会社(山形美術館寄託)

渋谷区立松濤美術館
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富岡鉄斎 「蝦夷人図J(ll・分) 中川紀元 「小林秀l・II J

小林秀雄 (1902-1983)は 、日本近代評論

の確立者といわれ、文芸評論を一つの芸術の

領域にまで高めた評論家です。彼はフランス

象徴派詩人や志賀直哉の影響 ドに文学的形

成期を送り、東京帝国大学仏文科卒業後の

1929年に「様々なる意匠」が雑誌「改造」の懸

賞評論第二席に入選。以後、文学・美術 ・哲

学と文芸評論の可能性を広げました。代表作

に「無常ということ」「近代絵画」「ゴッホの手

紙」「本居宣長」などがあります。彼はまた、青

山二郎、河上徹太郎などとの交友を通して、骨

董にも関心を寄せていました。本展は、彼の

評論の対象となった作家や作品、また彼が愛

蔵した骨董などを通して、「小林秀雄の眼」、あ

るいは彼が追求した「美Jそのものを見ていた

だくものです。彼は「美を求める心」(1957年)

の中で『先ず、何を措いても見ることです』と

述べています。来て、見て、感じていただきた

く思います。

黒田辰秋
「欅彫花文小箱J(小林旧蔵)

ルオー 「ビエロの顔J(4 林ヽIH蔵)
O ADACP,Paris&JVACS,Tokyo 2002

奥村上牛 「1,若寺イi夕、J(小林旧蔵)

」R渋谷駅下車 徒 歩15分

京工井の頭線神泉駅下車 徒 歩5分
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